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令和７年度　 　 　 　 　 　 　 学　 校　 経　 営　 要　 綱 

                                                              　 　   木更津市立中郷小学校 

 

１　 学校教育目標 

　 　 ◇地域の特色や教育的資産を生かし，「自ら進んで学ぶ意欲」と社会の変化に対応できる 

　 　 　 「心豊かでたくましい」児童を育成する。 

 
 　 　 　 　 　 　 次代を生きぬく　 心豊かで　 たくましい　 児童の育成 
    　 　 　 ～　 思いやりの心あふれ　 挨拶いっぱい　 笑顔いっぱいの学校　 ～ 

 

                                   　 　  【学　 校】 

 

めざす児童像 

 ＜知育＞                      ＜徳育＞                      ＜体育＞ 

 かしこい子  やさしい子 たくましい子 

 ＝確かな学力の育成＝  ＝心の教育の推進＝ ＝健康・体育・安全教育推進＝ 

 〇すすんで学び，学びを  〇互いを認め合い， 〇すすんで体を動かし，健康で 

   生活に活かす子 　 思いやりの心で接する子 　 粘り強く頑張る子

 

 

    きさらづ特認校としての 

      ・地域の特色を生かした魅力ある教育課程 

  　 　 ・地域の特色を生かした豊かな体験活動

       めざす学校像                                                  めざす教師像 

                                      　 　 　  　 　 　 　  

 ＜地域とともに歩む開かれた学校＞ ＜協働する教職員（チーム学校）＞ 

 ○保護者・地域と情報を共有する学校 ○授業改善・業務改善に努める教職員 

〇学校評価を生かした教育活動を展開する学校 ○優しさと厳しさを兼ね備えた教職員 

〇世代を越えた交流を図る地域コミュニティ ○目標や課題を共有して行動する教職員 

　 づくりの拠点としての学校 〇不祥事「０」で，信頼される教職員

 

                                     　 　   　 　 　  

     　 　 　 　
【地　 域】

 ＜協働して子どもの成長を支えるパートナー＞
【保護者】

 

  

 ○学校運営協議会    ○学校行事・地域行事への参加・協力 

 ○学校支援ボランティア  　 との連携        ○PTA活動への参加 

 ○地域住民組織   

 

２　 経営方針 

（１）教職員一人一人が、持てる力を発揮し、自主的・自律的に教育活動を進める。 

（２）教育の環境を整え、家庭・地域との連携のもと、あらゆる場を学びの場とし、心豊かでたくま　 　 　

　 　 しい児童の育成に努める。 

（３）学校評価・学校経営反省をもとに、重点目標を設定し、その達成に向けて組織的・創造的な活　 　 　

　 　 動を進める。（チーム中郷小） 

 

 

 

 

 連携
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３　 学校教育目標具現化のための方策 

 　 　 ＜知育＞かしこい子 　 　 ＜徳育＞やさしい子    ＜体育＞たくましい子  

 ・基礎・基本の定着 ・挨拶運動の充実 ・基礎運動能力の向上 

 ・読書習慣の定着 ・道徳教育の充実 ・委員会活動と連動した外遊び

 ・家庭学習の充実 ・いじめ０への取り組みの充実  の奨励 

 ・ＩCＴを活用した教育の充実 ・体験活動の充実 ・地域行事への積極的な参加 

 ・特色ある教育課程の編成 ・特別支援教育の充実 ・早寝，早起き，朝ご飯運動の 

 ・個に応じた指導の充実 ・異学年交流活動の充実  充実 

 ・ｹﾞｽﾄﾃｨｰﾁｬｰによる授業機会の ・ボランティアとの連携 ・安全指導の充実 

 設定 ・近隣校と連携した活動の充実 ・食育指導の充実 

・外部へ発信する機会の設定 ・地域との交流活動の充実 ・体育的行事の充実

　 　 　 ＜地域とともに歩む開かれた学校＞ 　 　 ＜協働する教職員（チーム学校）＞

・積極的な情報発信（HP・学校便り等） ・校内，若年層研修の充実 

・地域の人、自然、施設を生かした教育活動 ・「主体的・対話的で深い学び」実現に向けた 

　 （きさらづ特認校）  授業改善（セルフチェックシート活用） 

・学校評価を生かした教育活動の展開 ・風通しの良い職場環境づくりの実践 

・地域行事、地域活動への児童の積極的な参加 ・不祥事の防止 

・外部機関等と連携した活動の実施 ・働き方改革の推進

 

４　 重点施策

   　 　 項　 　 目       今年度の重点施策

＜知育＞かしこい子  

①基礎基本の定着 ・スタディオリンピック，算数検定等への取り組みの充実 

②読書習慣の定着 ・読書関連行事の実施と周辺環境整備 

③特色ある教育課程の編成 ・地域の特色を生かした魅力ある教育課程の編成 

④個に応じた指導の充実 ・支援が必要な児童への対応と学習指導体制の確立 

⑤外部へ発信する機会の設定 ・学習のまとめ等を外部へ発表する機会の設定

＜徳育＞やさしい子  

①挨拶運動の充実 ・計画委員会を主体とした自主的な挨拶運動の機運醸成 

②いじめ０への取り組みの充実 ・定期的なアンケートと教育相談週間の実施 

③体験活動の充実 ・地域の特色を生かした豊かな体験活動の充実（別紙参照） 

④異学年交流活動の充実 ・定期的な縦割り活動の実施とペア学年での交流 

⑤近隣校と連携した活動の充実 ・中学校区における合同での交流活動の実施

＜体育＞たくましい子  

①基礎運動能力の向上 ・正課時体育の充実，休み時間の過ごし方の工夫と外遊び奨励 

②安全指導の充実 ・様々な場を想定した避難訓練や交通安全教室等の機会の設定 

③食育指導の充実 ・栄養教諭，養護教諭との連携による食育・保健指導の充実 

④体育的行事の充実 ・正課時体育の効果的活用による体育的行事の実施

＜地域とともに歩む開かれた学校＞   

①積極的な情報発信 ・学校だより，ＨＰ等を活用した積極的な情報発信 

②地域の人・自然・施設を生かした教育　 ・地域の特色を生かした魅力ある教育課程の編成 

　 活動（別紙参照） 　 （別紙参照） 

③学校評価を生かした教育活動の展開 ・木更津システム，学校運営協議会の活用 

④外部機関等と連携した活動の実施 ・まちづくり協議会等と連携した活動の実施

＜協働する教職員（チーム学校）＞  

①校内，若年層研修の充実 ・「思考力・表現力」をつける研修と若年層研修の充実 

②風通しのよい職場環境づくりの実践 ・職員間のコミュニケーションの充実 

③不祥事の防止 ・不祥事防止研修の充実 

④働き方改革の推進 ・ＩＣＴ活用による効率的な会議運営と事務量軽減


